
（医）永原診療会
京都市上京区千本五辻上る ☎４６１－０６３６

制作　びーぶる編集部 vivreoffi ce@gmail.com

「暮らしを支える医療介護を創る」

（撮影  吹田 哲二郎）

大
学
を
卒
業
し
よ
う
と
し
て
い
た
二
〇
〇
二
年
、
私
は
中
国
広
東
省
の
リ
ン

ホ
ウ
村
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
村
で
、
蘇
振
権
（
ソ
ウ
チ
ン
ク
ワ
ン 

当
時

七
十
四
歳
）と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
快
復
者
に
出
会
っ
た
。蘇
振
権
は
老
朽
化
し
た

長
屋
の
一
室
に
住
み
、ハ
ン
セ
ン
病
の
後
遺
症
で
歩
け
ず
、
手
や
顔
が
変
形
し
、

食
べ
て
い
く
の
が
や
っ
と
の
生
活
だ
が
、
常
に
微
笑
み
を
湛
え
つ
つ
淡
々
と
暮

ら
し
て
い
た
。
隣
の
部
屋
に
は
許
松
立
（
コ
ウ
ソ
ン
リ
）と
い
う
、
手
の
指
は
な

い
が
歩
け
る
と
い
う
快
復
者
が
住
ん
で
お
り
、
ふ
た
り
は
お
互
い
の
手
足
と
し

て
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
た
。

 

蘇
振
権
は
許
松
立
が
育
て
た
野
菜
を
薪
で
料
理
し
、い
つ
も
私
に
食
べ
さ
せ

て
く
れ
た
。
少
し
の
白
酒
（
バ
イ
チ
ュ
ウ
）を
飲
み
な
が
ら
、
私
は
蘇
振
権
と
筆

談
を
繰
り
返
し
た
―
幼
い
頃
に
発
病
し
、ひ
と
り
隔
離
村
に
や
っ
て
き
た
。労
働

が
過
ぎ
て
歩
け
な
く
な
っ
た
―
。穏
や
か
に
語
る
彼
の
命
の
形
に
、私
は
心
を
打

た
れ
た
。こ
の
出
会
い
を
通
し
て
、私
は
中
国
南
部
の
隔
離
村
八
十
ヶ
所
で
無
償

で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す
る
活
動
を
二
十
年
間
行
っ
た
。そ
の
間
に
日
中
な
ど
の

人
々
延
べ
二
万
人
以
上
が
参
加
し
た
。

二
〇
二
二
年
、妻
が
ス
イ
ス
で
彫
刻
刀
を
買
っ
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

私
は
彫
刻
を
始
め
た
。小
さ
い
頃
粘
土
細
工
ば
か
り
し
て
い
た
私
は
、食
事
を
忘

れ
る
ほ
ど
彫
塑
が
好
き
だ
。私
は
山
や
海
、森
や
林
を
歩
き
な
が
ら
木
を
見
つ
け

る
。
ず
っ
し
り
重
い
、
密
度
の
高
い
木
が
大
好
き
だ
。
放
置
し
て
お
け
ば
風
化
し

て
し
ま
う
の
で
、
気
に
な
る
木
は
持
ち
帰
り
、ア
ト
リ
エ
に
置
い
て
お
く
。ふ
と

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
降
り
て
き
た
ら
、そ
れ
を
彫
刻
に
し
て
い
く
。無
理
に

木
の
形
を
「
き
れ
い
に
」す
る
の
で
は
な
く
、落
ち
て
い
た
時
の
ま
ま
の
ヒ
ビ
や

変
形
、虫
食
い
の
痕
を
使
っ
て
彫
刻
を
つ
く
る
。そ
の
彫
刻
は
見
る
人
が
思
わ
ず

触
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
触
れ
る
と
過
去
の
記
憶
が
蘇
り
心
の
平
安
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
、そ
ん
な
彫
刻
に
し
た
い
。

二
〇
二
三
年
、
雲
南
省
大
理
に
あ
る
友
人
宅
で
、
暖
炉
で
燃
や
さ
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
た
桜
の
木
一
対
を
見
つ
け
た
。そ
れ
が
、二
〇
〇
八
年
に
亡
く
な
っ
た

蘇
振
権
と
許
松
立
に
見
え
て
き
た
。樹
皮
を
取
り
、朽
ち
た
部
分
と
焦
げ
を
取
り

除
く
と
、ふ
た
り
に
そ
っ
く
り
な
彫
刻
に
な
っ
た
。

　　表紙のひと

原田 僚太郎（  はらだ  りょうたろう ） さん

このコーナーは、嬉楽家のお昼ごはんやおやつを中心に、日常の様々 な様子を紹介しています。
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彫刻家

京都市北区紫野東藤ノ森町 11-1　　  

藤森寮 　南棟１Ｆ

　「触れる彫刻」の注文制作を承ります。

tynoon@gmail.com

Open studio 紫馥堂｜SHIFUKUDO
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京都市文化財保護課に所属され、京都をフィールドワークとして研究をされている赤松さん。市内散策して
発見したことなど、考古学にまつわる話を織り交ぜながら書いて頂きます。（前回2025年5月号掲載）
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平野神社前の様子

note のＱＲコード

※かつては御土居が塞いでいた



　
月の便り

　　　　　

「 我が家の夏の定番」

～あなたのレシピ　おしえてください～

（ 居宅介護支援事業者まる ケアマネジャー　石田和佳 ）

ここだけのはなし ・ ・

「 おすすめの作品」

（自在館ぼたんぼこ マネージャ  大平寛子  ）

      びーぶる編集部：吹田美智子　奈須佳世

月 火 水 木 金 土

9時～ 17 時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

   ■居宅介護支援事業所まる　　　　　　☎ 075-461-0764　FAX 075-466-2306　
　　　　事業所番号：2 6 7 0 2 0 0 9 8 5

月 火 水 木 金 土

9時～ 17 時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

   ■訪問看護ステーションまる　　　　　 ☎ 075-461-0634　FAX 075-466-2306　
　　　　事業所番号：2 6 6 0 2 9 0 1 6 0

■浄福寺診療所 ( 眼科 ) 診療予定表　☎ 075-441-1995　FAX  075-441-9576

月 火 水 木 金 土

８時50分～17時50 分 ○ ○ ○ ○ ○ ○

■通所介護 自
じざいかん

在館嬉
きらくや

楽家 ☎ 075-441-9510　FAX 075-441-9560

ご利用日（日曜・年末年始休業）
事業所番号：2610200855  　（介護予防）地域密着型通所介護

◆千本診療所  　　　　　　  〒 602-8475 京都市上京区千本通五辻上ル牡丹鉾町 556

◆浄福寺診療所（眼科）　　

　      
◆通所介護自在館嬉楽家    〒 602-8482 京都市上京区浄福寺上立売上ル大黒町 686

◆自在館ぼたんぼこ

◆訪問看護ステーションまる

◆居宅介護支援事業所まる　 

事業所所在地

〒 602-8475 京都市上京区千本通五辻上ル牡丹鉾町 547

〒 602-8482 京都市上京区浄福寺上立売上ル大黒町 686

永原診療会

千本診療所

今出川通

千
本
通

浄
福
寺
通

五辻通

自在館ぼたんぼこ

居宅介護支援事業所まる

訪問看護ステーションまる

浄福寺診療所

上立売通

本隆寺

N

西陣郵便局

(医）永原診療会周辺地図 通所介護

自在館嬉楽家

■千本診療所 ( 外来 ) 診療予定表　　☎ 075-461-0636　FAX  075-466-2299
月 火 水 木 金 土

9時～ 12 時 一般内科
根津幸彦

一般内科
根津幸彦

一般内科
根津幸彦

漢方・一般内科
吉澤泰介

一般内科
青木寧子

一般内科
根津幸彦

■元気道場 ( 千本診療所２Ｆリハビリフロア ) 
月 火 水 木 金 土

9時～ 12 時 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※金曜日の午前は理学療法士による評価がありますので、ご興味のある方はご相談ください。

※火曜日は、往診・在宅診療のみです。

15 時～ 18 時

月 火 水 木 金 土

永原誠子
※在宅診療
永原誠子 永原誠子休  診 休  診 休  診 休  診休  診 休  診休  診 休  診 休  診 

※第 4 土曜日は、11 時 40 分終了となります。

■千本診療所 ( 訪問診療）　　　　　☎ 075-461-0636　FAX 075-466-2299

当院は機能強化型在宅療養支援診療所として届け出済み（支援診 2 第 4 号）です。
上記以外の日につきましても、急変時には 24 時間 365 日対応致します。（緊急ﾀﾞｲﾔﾙ有）

月 火 水 木 金 土

午 前 渡邉久美
一般内科

小田和哉
一般内科

池田識道 
外科・一般内科

青木寧子
 神経内科

西村貴美子
一般内科

＿

午 後 ＿ 根津幸彦
一般内科

 青木寧子
 神経内科

＿  ＿

一般内科

一般内科

根津幸彦

池田識道
一般内科

外科・一般内科

池田識道
外科・一般内科

東北の田舎で育った私は、旬の野菜や果物は近所から頂くので、購入する事が殆ど

ありませんでした。そして頂いた野菜で作る夏の定番料理がコレ。母が適当に考えた料

理なのか特に名前はなく、勝手に 「アレ」とか 「スタミナ」と呼んでいました。出来立て

より冷蔵庫で冷やして食べる方が、味が馴染んで美味しいです。香の物は、漬けすぎる

と大葉の香りが飛ぶので、サッと漬けるだけが私は好きです。

① Ａを素揚げしておく。
② 豚肉に片栗粉をまぶして揚げる。
③ トマトはざく切りにしておく。
④ 鍋に砂糖と醤油を少量混ぜ溶かした中に、油で揚
　 げた①と②を入れ混ぜる。冷めたらざく切りにし
　 たトマトを入れ、混ぜて冷蔵庫で冷やす
⑤ 〈香の物〉長芋を拍子切りにして大葉で包み、めん 
                  つゆに漬けるだけ。

例
年
に
な
く
早
く
梅
雨
が
終
わ
り
、暑
い
暑
い
夏
が

始
ま
り
ま
し
た
。私
事
で
す
が
、春
先
に
庭
に
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
を
植
え
ま
し
た
。水
や
り
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、

強
い
日
差
し
を
受
け
て
い
る
せ
い
な
の
か
、
元
気
が

な
い
で
す
！ 

暑
す
ぎ
る
季
節
は
人
間
に
も
こ
た
え

ま
す
が
、植
物
も
大
変
そ
う
で
す
。果
た
し
て
来
年
の

春
に
花
を
咲
か
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

暑
さ
の
厳
し
い
日
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。皆
様
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
て
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
吹
田
）

これからの季節になるとテレビで放送されるこ

とが多くなるジブリ映画…登場するキャラクターや

緑豊かな自然や水辺の風景など、魅力的な作品が多

くあります。なかでも「となりのトトロ」は夏にな

ると定番で、何度も観ています。

この映画で、森の中で自由にのびのびと生きる

トトロの棲み家でもあるクスノキに、愛着を感じて

います。もし生まれ変わるとしたら「となりのトト

■材料　分量はすべてお好みで

・（Ａ）茄子、ピーマン( シシトウ)、カボチャなど夏野菜

・豚肉 （鶏肉でも可）

・ トマト

・ 片栗粉、 砂糖、 しょうゆ

〈香の物〉 長芋、 大葉、 めんつゆ

16時～19時
一般内科
根津幸彦

漢方・一般内科
吉澤泰介休 診 休 診 休 診 休 診

2025 年 6 月より、外来診療時間・担当医を変更させて頂いています。

■作り方

わたくし
○○と申します

自在館嬉楽家介護スタッフ

室濱 淳子

四
月
か
ら
嬉
楽
家
で
入
浴
介
助

業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

出
身
は
兵
庫
県
川
西
市
で
、
岡

山
、
京
都
、
大
阪
、
東
京
、
愛
知
と

転
々
と
し
ま
し
た
が
、
最
後
は
京

都
で
、と
や
っ
て
来
ま
し
た
。嬉
楽

家
に
は
地
下
鉄
と
市
バ
ス
で
通
っ

て
い
ま
す
。

家
族
は
仕
事
で
来
日
し
て
そ
の

ま
ま
永
住
予
定
の
韓
国
人
夫
と
、

中
々
出
て
行
き
そ
う
に
な
い
長
男

の
三
人
で
す
。

夫
は
知
人
も
少
な
く
家
に
籠
も

り
が
ち
な
の
で
、
二
人
で
敬
老
乗

車
証
を
フ
ル
活
用
し
て
京
都
観

光
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
健
康
で

楽
し
い
七
十
代
を
目
指
し
て
い
ま

す
。入

浴
介
助
業
務
は
以
前
の
職
場

で
も
担
当
し
て
ま
し
た
が
、
知
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
色
々
教
え
て

頂
き
な
が
ら
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
利
用
者
様
に
喜
ん

で
頂
け
て
、
職
員
に
は
信
頼
し
て

も
ら
う
事
が
出
来
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ロ」に出てくるクスノキになってみたい！と思えるほど憧れる存在感。物語の

中で、子供たちが迷子になった時や困った時に助けを求める場所として、重要

な役割を果たしています。また、トトロの住む場所が、見る人の想像力を掻き

立てる存在としても印象に残っています。この作品の自然描写、魅力的なキャ

ラクター、そして心温まるストーリーは子供から大人まで楽しめ、子供の頃の

思い出を振り返ったり、家族の大切さを再認識したりすることもできます。何

度見ても飽きない、おすすめの作品です。

むろはま 　　じゅんこ


